
トータルパッケージ
活用セミナーの開発
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センター研究部門 研究員）

第２９回職業リハビリテーション研究・実践発表会

1

第11分科会



１ 背景と目的

〇障害者職業総合センター研究部門では、1999（平成
11）年度から「職場適応促進のためのトータルパッ
ケージ」（以下「TP」という。）の開発を進め、併せ
て、支援現場におけるTPの活用を促進するための研究
を行っている。

〇今般、TPが効果的に活用されることを目的とした知
識伝達の方法（セミナー）を検討し、併せて当該セミ
ナーの教材を作成したため、その過程を報告する。
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２．セミナー開発の方法

第２９回職業リハビリテーション研究・実践発表会

3



セミナー開発の考え方

〇セミナーは、近年、その有用性が指摘されている
インストラクショナルデザインの考え方に基づき、
ADDIEモデルを用いて開発を進める。

〇ADDIEモデルは教育プログラムを開発する際に
使用するフレームワークで、学習ニーズの分析、教
育プログラムの設計と開発を行うことで、受講者の
行動を変化させ、パフォーマンスを向上させること
を目的としたトレーニングプログラムを開発する際
に有効とされている。
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ADDIEモデルへの準拠

〇ADDIEモデルは

「分析」→「設計」→「開発」→「実施」→「評価」

の過程から成る。
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３．セミナー開発の過程
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ADDIEモデルへの準拠（分析）

TP活用状況やニーズ・課題について、２つの調査で把握

〇アンケート調査報告

〇面接調査結果報告

結果については、昨年度（2020年）の職リハ実践・研究
発表会で報告
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ADDIEモデルへの準拠（設計）
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第一段階

第二段階

第三段階

第四段階

①コースの目的を主要なコース目標へ変換する。

②インストラクションの主要単元、もしくはトピックスと、それ
ぞれ単元の主要な学習成果及び各単元にかける時間を決定する。

③各単元における学習成果を高めるために、単元の目的を詳細に
具体化する。

④単元をレッスンと学習活動に分解する。

⑤レッスンと学習活動のための仕様書を開発する。

⑥学習者が何を学んだのかを評価するための仕様書を設計する



ADDIEモデルへの準拠（設計）
第一段階

第二段階

第三段階

第四段階

①コースの目的を主要なコース目標へ変換する。

「支援者がTP支援の理論的知識を実践に生かせること」

セミナーの目的

イ．作業上の利用者自身の特性の現れ方、作業遂行力の把握を行うための支援を行う

ロ．段階的に補完手段・補完行動等の適切な行動を形成する

ハ．ストレス・疲労への対応を行う

ニ．十分にフィードバックする（不安・ショックへの対応を行う）

ホ．段階的なトレーニングを実施する

実践が期待される具体的な支援行動（5領域）
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ADDIEモデルへの準拠（設計）

第一段階

第二段階

第三段階

第四段階

②学習目標に応じた学習内容と学習内容ごとの時間を決定する。

「実践場面の違いに応じた３つのプログラム 各３時間程度
（「アセスメント」、「作業訓練」、「セルフマネジメント・トレーニング」）」

セミナーでの学習内容および時間

学習内容についてＡＲＣＳモデルによるチェックを行う

好奇心をそそるマンネリではないやる気に影響を与える。

Ａｔｔｅｎｔｉｏｎおもしろそう

やりがいがあるＲｅｌｅｖａｎｃｅ

学ぶ意義が感じられなかったり、授業自体に魅力がなけれ

ばやる気がそがれる「何のために、これを学ぶの」への説得
的回答が必要。仕事にどう生かされるのか。何の役に立つか
を説明する。

やればできそうＣｏｎｆｉｄｅｎｃｅ

自分には無理と感じさせないような工夫が必要

やってよかったＳａｔｉｓｃｆａｃｔｈｉｏｎ

やってよかったという経験ができるか。せっかくの努力が

実を結ばないとマイナス効果になる。

事例検討や演習を取り入れ、実践的なモノにする。

成功体験を得ることが目的であるという留意事項を
確認する。

他機関の情報提供を受けるだけでなく、自機関での
工夫についての情報提供の機会を提供する。

セミナーの教材については、終了後に内容を振り
返ったり、施設内で共有したりしやすい工夫をする。
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ADDIEモデルへの準拠（設計）

第一段階

第二段階

第三段階

第四段階

③学習活動に関する仕様の開発

「セミナーの開催はＷｅｂ会議室システムで」

セミナーの開催形式

第一段階で説明した具体的な支援行動が実践できるよう

なセミナーを設計した。
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ADDIEモデルへの準拠（設計）

第一段階

第二段階

第三段階

第四段階

④学習成果を評価するための仕様の設計

「カークパトリックの４段階評価法」による評価を設計

セミナーの評価

1. 反応
受講者の反応を評価指標とする段階。受講者アンケートや受講者へのヒアリングなど評

価を得る。

2. 学習
受講者がどのようなことを研修から得られたかを測定。具体的な方法は研修の事後テス

トや、シミュレーションを行って理解度や習得度を測定する。

3. 行動
受講者が職場や実際の仕事で、どのように学んだことを活かして行動したのかを評価。

具体的には研修受講後に実践期間を1ヶ月～経過した後、受講者や上司へ実践度合いをヒア
リングする方法など。

4. 結果
最も高度な評価方法が「結果」。教育の結果が組織などにどのような影響を及ぼしたの

かを評価する。

カークパトリックの４段階評価法とは？

第２９回職業リハビリテーション研究・実践発表会

12



開発したセミナーの概要

14：00

14：40

14：45

15：30

15：40

16：25

16：25

17：00

休憩 １０分

特性の現れ方、作業遂行力の
把握

課題分析（演習）

補完手段・補完行動等の適切な
形成

ＭＷＳによるアセ
スメントのポイン

ト

ＭＷＳによるアセスメントの実
際

就労支援機関での
アセスメントの

ポイント

事例検討

効果的なアセスメ
ントに向けた事例

検討

自己紹介

はじめに

意見交換

トータルパッケー
ジの基本的考え方

意見交換

休憩 ５分

就労支援機関でのアセスメン
トの進め方

意見交換

意見交換

ストレス・疲労の対処状況を
アセスメント

休憩 １０分

特性の現れ方、作業遂行力
の把握

段階的なトレーニングの実
施

補完手段・補完行動等の
適切な行動を形成

ＭＷＳによる訓練のポ
イント

ストレス・疲労への対応を
行う

十分にフィードバックする

ＭＷＳを支援の中で効果的

に使うために

ストレス・疲労への
訓練のポイント

意見交換

効果的な支援に向け
た意見交換

自己紹介

はじめに

トータルパッケージ

意見交換

トータルパッケージ
の基本的考え方

意見交換

14：00

14：45

14：55

15：30

15：40

16：20

16：20

17：00

休憩 ５分

休憩 １０分

事例で学ぶセルフマネージ
メント訓練の流れ

就労支援機関の方からいた
だくよくあるご質問

問題行動をアセスメン
トするための視点

セルフマネージメ
ント訓練の流れ

機能分析を理解しよう

事例検討①・機能
分析

事例検討事例検討②

自己紹介

本日のテーマ

作業遂行能力を向上させるセル

フマネージメント

セルフマネージメント訓練の流
れ（ストレス・行動の対処）

自己紹介
本日のテーマ

作業遂行能力を向上
させるセルフマネー

ジメント

13：30

14：25

14：30

15：15

15：
25

16：
15

16：
15

16：
30

休憩 ５分

質問・意見交換

第一回 第二回 第三回
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開発したセミナーの資料の例
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学習成果の評価方法
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ADDIEモデルへの準拠（実施・評価）

調査研究報告書で報告
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